
シリーズ・編集部座談会《こんな話＆あんな話》

　産業界を挙げて始まりつつあるウイズコロナ時代の働き方革命
　建設・電設業界はこの苦難の時代をいかにして乗り切るのか①

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【出席者＝本紙編集部一同】

対症療法的な話が多かったですよね。マスクをどうす
るとか、リモートをどのように取り入れていくかとか
いう感じで。
司会者　それがウイズコロナになると、対症療法から
根本治療に向かうような、企業としての在り方、つま
り基本理念の部分から変革していかないといけないよ
うな状況になりつつあると思うし、事実、それをすで
に始めているところは少なくない。
　今週と来週はそうした諸々をテーマに、みんなで話
し合いたい。そこで今回は、まず世の中の趨勢を、こ
こらで一度、概観しておきたい。業界企業への取材に
基づく、業界内のウイズコロナ対策に関する座談会は
来月にやるとして、今月はまず、業界を包み込む世の
風潮を整理していきたいと思う。
記者Ａ　世の中の趨勢ということでいえば、形として
分かりやすいのは観光業界と飲食業界でしょう。それ
から演劇やコンサート、スポーツ興行などを含むエン
タメ業界ですよね。
　新型コロナ騒動で真っ先に影響が直撃したのも観光
と飲食、エンタメ業界ですから。そういう意味でウイ
ズコロナ時代をいちばん先んじて考えているのも、観
光と飲食、エンタメなどではないでしょうか。先手を
打ったというより、そうならざるを得ないのだと思い
ますけど。
記者Ｄ　私もその通りだと思います。それらの業界は
まず移動の自粛と三密回避への動きが、真っ先に影響
した業界といえます。しかも国の方針では、いわゆる
不要不急の産業みたいな範疇に、入れられてしまって
いたような感がある。つまり、国民が生きていくため
にはさほど必要ないとされたわけです。あれは悔し
かっただろうなぁ。
司会者　そうだったね。映画や演劇、コンサートなど

☆アフターコロナからウイズコロナの時代へ
司会者　今週もコロナ関連の座談会になるんだけれど
も、テーマはズバリ「アフターコロナからウイズコロ
ナへ」ということ。アフターコロナという言い方が盛
んにされていたのは、5 月頃までだった。世の中は自
粛々々で動いていたけど、新型コロナ騒動も夏を過ぎ
れば収束に向かうのではないか。
　その頃には特効薬やワクチンの開発にも具体的な進
展がみられるのではないかと、どちらかといえば、楽
観論が支配的だったよね。自粛をはじめてすぐ「アフ
ターコロナ」という活字がマスコミを賑わせたのも、
早くも「収束後」に目が向いていたからだろう。
記者Ｂ　夏になったら気温上昇に伴ってウイルスの動
きも鈍るとかいわれてもいましたよね（笑）。ところ
がそんなことはまったくなくて、国によって落差はあ
るけど、終息どころか収束にもなっていない。経済活
動はその間に世界的に疲弊しはじめて、今は日本も含
めてちょっと先行きが混沌としているというのが、正
直なところですよね。
司会者　そうなんだ。それで夏頃から「アフターコロ
ナ」が「ウイズコロナ」に取って代わられたわけだ。
本紙でも5月頃にいちはやく、「アフターコロナ」をテー
マに業界企業の代表の方々に話をうかがってシリーズ
記事も掲載したよね。だけど、今月からは「ウイズコ
ロナ・シリーズ」を掲載していくべく、目下、取材を
進めているところだ。経済界の動きをみてもこの流れ
はもう主流で、すでにいろいろなことが行われている
だろ？
記者Ａ　そうですね。コロナとの共生を前提に進めて
いかないと、経済活動も方向性がみえてこないという
のが、もはや国民的な共通認識だと思います。
記者Ｃ　アフターコロナが語られていた頃は、だから
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た家や事務所に出向いて、品物を回収して、届け先に
届けに行くという形。
記者Ｃ　ウーバーイーツは自転車やバイクで料理を運
ぶしね。案外、発想の根底にはバイク便の手法も確か
にあったのかもしれない。正確にはわからないけど。
記者Ａ　ウーバーイーツが革命的だったもう一つの要
素には、いきなり素人に運ばせているということも挙
げられるのでは？　いちおう数日間はリモート研修み
たいなことをするらしいけど、それをクリアすれば主
婦だろうが高校生だろうが、外国人だろうが、年齢性
別国籍を問わず、自転車やバイク、あるいは軽自動車
などを持ち込みで用意し、ウーバーイーツのロゴ入り
の配達用バッグをそろえれば仕事できる。
記者Ｃ　そのために事故も一時は多かったみたいです
が、最近はあまり聞かない。全体的にすっかり見慣れ
た風景になりました。
司会者　誰でも簡単なリモート研修を受ければ仕事が
できるという方式には、賛否両論あるみたいだけど、
失業者はあの仕事に就くことでずいぶん助かったとい
う話を聞くよね。
記者Ｂ　ほとんどバリアーらしいバリアーもなく、誰
でも受け入れてくれるといった環境に近い職場は、今
の世の中にはほとんどないでしょうからね。
記者Ａ　つまり、ウーバーイーツが呈示した新しい業
態は、新型コロナ騒動で低迷している飲食業界を側面
から援護射撃しているだけでなく、職を失った人や、
思い通りの職に就けずに悩んでいたような人たちも、
みんなが働ける勤務スタイルを創り出したといえるの
かもしれません。
記者Ｃ　まさにこういう時代だからこそ出てきた業態
だし、時代の寵児として、時代を救うヒントも結果的
に発信しているということですよね。創業した人にそ
ういう発想が元からあったかどうかは知りませんが。
記者Ｂ　そういう事例は、他の業界にもあるのではな
いですか。来週はそうした、いろいろな事例にふれて
いきたいですね。
司会者　そうだな。そうした事例には建設業界・電設
業界のこれからの在り方について、何らかの役に立つ
発想があるかもしれないからな。（以下、次号に続く）

は別に行かなくても生活の維持に支障ないし、飲食も
家ですればいいだろうというような、安易な括り方
だったよね。
　表立ってそう国が言ったわけじゃないけど、結果的
に休業補償などについても、モノづくり産業などに比
べて冷遇された感じがある。後回しにされてしまった
というかね。
記者Ｃ　先ほどＡ記者が発言したように、しかし、生
き残りを懸けて真っ先に生まれ変わろうとしたのも、
そうした業界だったように思います。
　これまでの構造が変革していくような動きが、随所
に見られていますよね。象徴的なのは例のウーバー
イーツです。
司会者　そうだそうだ。あれはまさに、飲食のデリバ
リー分野のみならず、業界の在り方そのものを変えて
いくような変革性をもっていると思う。
記者Ｄ　そうですね。なんと表現したらいいのか、た
とえばイオンモールなどの超大型ショッピングセン
ターに設けられていることの多いフードコート、あの
在り方に似ていると思います。

☆ウーバーイーツの在り方はヒントの塊 !?
記者Ａ　なるほど。フードコートというのは、要する
に出店している複数の店舗の料理を、自由に注文して
食べることのできるスペースだよね。その代わり、料
理を運んだり、テーブルをセットしたりするのはセル
フサービスでやるという方式だね。
記者Ｄ　そうです、そうです。ウーバーイーツを代表
とする新しい飲食のデリバリーサービスは、いろいろ
な加盟飲食店の料理を、自由に選んで注文し、届けて
もらうというスタイルです。
司会者　従来のデリバリーサービスは、自分たちで料
理を作って、それを出前サービスする専門業者という
形だったけど、ウーバーイーツが始めたのは、自分た
ちは料理を作らず、加盟店の料理を注文客のところま
で運搬するサービスに徹するということで、これは
まったく新しい形のデリバリーだった。
記者Ｄ　形としては、バイク便なんかにちょっと近い
かもしれませんね。届け物をしたいという注文のあっ
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